
〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
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一
月
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日
　
　
発
行
所
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一
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瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
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式
会
社

縁
結
び
、
開
運
招
福
、
商
売
繁
盛
、

五
穀
豊
穣
、
医
薬
医
療 ―

。

髙
瀬
神
社
の
神
様
は
福
の
神
、

大
国
さ
ま
で
す
。

縁
結
び
、
開
運
招
福
、
商
売
繁
盛
、

五
穀
豊
穣
、
医
薬
医
療 ―

。

髙
瀬
神
社
の
神
様
は
福
の
神
、

大
国
さ
ま
で
す
。
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　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）

一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
四
年
、
笑
門
来
福
。

高瀬神社 検索

結
び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の
お
も
て
な
し

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

　縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
命
を

お
祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

　
日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
両

家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

二
人
だ
け
で
も
結
婚
式
は
で
き
ま
す
。

「
だ
っ
た
ら
、
家
族
は
欠
か
せ
な
い
か
な
。
」

「
折
角
だ
か
ら
、
親
戚
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
も
。
」

「
で
き
れ
ば
、
近
く
に
住
む
友
人
く
ら
い
は…

」

列
席
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
増
や
す
。

そ
ん
な
考
え
方
で
結
婚
式
を
叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

挙
式
の
み
〜
少
人
数
会
食
〜

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ラ
ス
で

開
放
的
な
演
出
が
実
現

髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

10
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令
和
四
年
の
お
正
月
を
迎
え
、
皇

室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子
崇

敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
拡
大
で
大
都
市
で
は
緊
急
事
態

宣
言
が
、
地
方
都
市
で
も
蔓
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
は
大
変
な
危
機
感
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
急
に
感
染
者
数
が
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

効
果
と
国
民
の
感
染
防
止
意
識
（
真

面
目
さ
）
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
神
社
で
は
、
令
和
二
年
二
月
か

ら
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
全
て
の

お
祭
り
を
参
列
者
な
し
で
斎
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
三

日
の
新
嘗
祭
は
通
常
通
り
、
参
列
者

を
お
招
き
し
て
斎
行
し
ま
し
た
。
一

年
九
か
月
ぶ
り
に
賑
や
か
な
お
祭
り

と
な
り
、
大
神
様
も
お
喜
び
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
新
嘗
祭
は
、
そ
の
年
の
仕
上
が
り

具
合
（
結
果
）
を
奉
告
す
る
お
祭
り

で
す
か
ら
、
良
い
形
で
締
め
く
く
る

こ
と
が
で
き
、
明
年
の
祭
儀
は
こ
れ

ま
で
通
り
に
斎
行
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
新

し
い
ウ
イ
ル
ス
株
が
出
現
し
、
再
び

不
安
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
油
断

す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
感
染
防

止
意
識
を
も
っ
て
対
応
し
て
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
最
中
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
感
染
者
が
出
る
と
い
う
予
測

に
反
し
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
は
成
功
だ
っ
た
と

評
価
し
ま
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に

見
て
も
感
染
者
数
を
抑
え
て
い
る
国

で
あ
り
、
日
本
以
外
の
国
で
は
開
催

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
国
民
一
体
と
な
っ
た
真
面
目
な

取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成

功
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
マ
ス
コ
ミ
は
あ
ま
り
評
価
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
も
っ
と
讃
え
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
を
は

じ
め
次
々
と
新
し
い
心
配
ご
と
が
出
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
れ
も
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

弱
気
に
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
対
策
に
、
こ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
新

た
な
対
策
を
加
え
て
、
苦
難
を
乗
り
越

え
る
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て
対
応
し
た

い
も
の
で
す
。

　
令
和
四
年
は
壬
寅
（
み
ず
の
え
と

ら
）
の
年
。
壬
は
厳
冬
を
耐
え
て
い
る

陽
気
を
表
し
、
寅
は
春
の
芽
吹
き
を

待
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
辛
く
厳
し
い
冬
は
い
ず
れ

終
わ
り
、
暖
か
い
春
が
や
っ
て
来
ま

す
。
冬
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど

春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、
明

る
く
華
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
不
自
由

な
日
常
か
ら
以
前
に
も
増
し
て
大
き

な
喜
び
の
あ
る
日
常
に
戻
る
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
希
望
と
自
信
を
も
っ
て
、

前
向
き
な
年
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
。

壬
寅
の
年
頭
に
あ
た
り宮

　司  

藤
井
秀
嗣

　
一
昨
年
の
祈
年
祭
以
来
、
お
よ
そ
一

年
九
ヵ
月
ぶ
り
に
大
勢
の
ご
参
列
を
い

た
だ
い
て
の
斎
行
と
な
っ
た
本
祭
典
。

ご
神
前
に
は
、
こ
の
日
の
為
に
ご
奉
納

い
た
だ
い
た
米
・
野
菜
な
ど
、
多
く
の
農

作
物
が
う
ず
高
く
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
三
年
の
参
向
使
は
「
な
ん

と
農
業
協
同
組
合
」
代
表
理
事
組
合
長 

上
田
憲
仁
氏
、「
献
穀
の
儀
」
に
は
本

年
度
献
穀
田
奉
耕
者 

青
山
雄
一
郎
氏
、

井
波
地
域
農
業
者
会
会
長
　

水
野
敬
一

氏
、
同
稲
作
部
長
　

西
村
精
志
氏
に
そ

れ
ぞ
れ
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引

き
続
き
、
奉

耕
者
の
青
山

氏
に
感
謝

状
、
ま
た
、

平
木
哲
氏
、

地
﨑
光
啓
氏

が
そ
れ
ぞ
れ

篤
農
家
表
彰

を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
恵
み
の
雨
に
菊
花
薫
る
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様

に
感
謝
申
し
上
げ
、
氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、
令
和
三
年

最
後
の
大
祭
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

剣道大会奉告祭 斎行剣道大会奉告祭 斎行

十月十五日、金婚祭。
これからも、いつまでも。

令
和
四（
壬
寅
）年

皇
紀
二
六
八
二
年

謹
賀
新
年

名
誉
宮
司 

藤
井
秀
弘

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　藤
井
典
弘

　
　
　
　長
谷
川
宏
幸

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

巫

　女

　五
反
日
乃

　
　
　
　米
田
亜
依

　

　
　
　
　畠
山
愛
梨

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

　
　
　
　山
田
瑠
菜

嘱

　託

　上
口
友
子

感謝状、篤農家表彰を受けられた皆様

金婚状を受けられる大和ご夫妻

　秋空も高く澄みわたる九月二十日、当神社
責任役員、また砺波剣友会会長　牧本雄一
氏、同理事長　小西十四一氏を始め役員の皆
様ご参列のもと、剣道大会奉告祭を斎行しま
した。
　令和二年に続き、昨年も感染症拡大防止の
観点から奉納試合は行われず、剣士の皆さん
の武芸の上達と身体健全を祈願する祭祀を厳
修、直前まで大会の開催準備にあたられてい
た役員の皆様は、それぞれの想いを胸に玉串
を奉り、剣の道の発展を祈りました。

　
こ
の
日
、
実
り
豊
か
に
歳
を
重
ね
、
め
で
た
く
五
十
回
目
の
結
婚
記

念
日
を
迎
え
ら
れ
た
四
組
の
髙
瀬
地
区
の
ご
夫
妻
の
お
名
前
が
、
宮

司
に
よ
り
ご
神
前
に
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
に
引
き
続
き
、
皆
様

に
は
髙
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
の
「
金
婚
状
」
と
「
金
杯
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
に
髙
瀬
神
社
で
結
ば
れ
た
ご
夫

妻
。
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

＜千寿会＞
　　岩倉　節三
　　　　美穂子　ご夫妻
　　中嶋　正昌
　　　　　幸子　ご夫妻
　　大和　秀夫
　　　　美津枝　ご夫妻
＜福寿会＞
　　斉藤　　隆
　　　　つる子　ご夫妻
心よりお祝い申し上げます
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令
和
四
年
の
お
正
月
を
迎
え
、
皇

室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子
崇

敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
拡
大
で
大
都
市
で
は
緊
急
事
態

宣
言
が
、
地
方
都
市
で
も
蔓
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
は
大
変
な
危
機
感
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
急
に
感
染
者
数
が
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

効
果
と
国
民
の
感
染
防
止
意
識
（
真

面
目
さ
）
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
神
社
で
は
、
令
和
二
年
二
月
か

ら
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
全
て
の

お
祭
り
を
参
列
者
な
し
で
斎
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
三

日
の
新
嘗
祭
は
通
常
通
り
、
参
列
者

を
お
招
き
し
て
斎
行
し
ま
し
た
。
一

年
九
か
月
ぶ
り
に
賑
や
か
な
お
祭
り

と
な
り
、
大
神
様
も
お
喜
び
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
新
嘗
祭
は
、
そ
の
年
の
仕
上
が
り

具
合
（
結
果
）
を
奉
告
す
る
お
祭
り

で
す
か
ら
、
良
い
形
で
締
め
く
く
る

こ
と
が
で
き
、
明
年
の
祭
儀
は
こ
れ

ま
で
通
り
に
斎
行
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
新

し
い
ウ
イ
ル
ス
株
が
出
現
し
、
再
び

不
安
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
油
断

す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
感
染
防

止
意
識
を
も
っ
て
対
応
し
て
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
最
中
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
感
染
者
が
出
る
と
い
う
予
測

に
反
し
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
は
成
功
だ
っ
た
と

評
価
し
ま
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に

見
て
も
感
染
者
数
を
抑
え
て
い
る
国

で
あ
り
、
日
本
以
外
の
国
で
は
開
催

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
国
民
一
体
と
な
っ
た
真
面
目
な

取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成

功
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
マ
ス
コ
ミ
は
あ
ま
り
評
価
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
も
っ
と
讃
え
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
を
は

じ
め
次
々
と
新
し
い
心
配
ご
と
が
出
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
れ
も
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

弱
気
に
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
対
策
に
、
こ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
新

た
な
対
策
を
加
え
て
、
苦
難
を
乗
り
越

え
る
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て
対
応
し
た

い
も
の
で
す
。

　
令
和
四
年
は
壬
寅
（
み
ず
の
え
と

ら
）
の
年
。
壬
は
厳
冬
を
耐
え
て
い
る

陽
気
を
表
し
、
寅
は
春
の
芽
吹
き
を

待
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
辛
く
厳
し
い
冬
は
い
ず
れ

終
わ
り
、
暖
か
い
春
が
や
っ
て
来
ま

す
。
冬
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど

春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、
明

る
く
華
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
不
自
由

な
日
常
か
ら
以
前
に
も
増
し
て
大
き

な
喜
び
の
あ
る
日
常
に
戻
る
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
希
望
と
自
信
を
も
っ
て
、

前
向
き
な
年
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
。

壬
寅
の
年
頭
に
あ
た
り宮

　司  

藤
井
秀
嗣

　
一
昨
年
の
祈
年
祭
以
来
、
お
よ
そ
一

年
九
ヵ
月
ぶ
り
に
大
勢
の
ご
参
列
を
い

た
だ
い
て
の
斎
行
と
な
っ
た
本
祭
典
。

ご
神
前
に
は
、
こ
の
日
の
為
に
ご
奉
納

い
た
だ
い
た
米
・
野
菜
な
ど
、
多
く
の
農

作
物
が
う
ず
高
く
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
三
年
の
参
向
使
は
「
な
ん

と
農
業
協
同
組
合
」
代
表
理
事
組
合
長 

上
田
憲
仁
氏
、「
献
穀
の
儀
」
に
は
本

年
度
献
穀
田
奉
耕
者 
青
山
雄
一
郎
氏
、

井
波
地
域
農
業
者
会
会
長
　

水
野
敬
一

氏
、
同
稲
作
部
長
　

西
村
精
志
氏
に
そ

れ
ぞ
れ
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引

き
続
き
、
奉

耕
者
の
青
山

氏
に
感
謝

状
、
ま
た
、

平
木
哲
氏
、

地
﨑
光
啓
氏

が
そ
れ
ぞ
れ

篤
農
家
表
彰

を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
恵
み
の
雨
に
菊
花
薫
る
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様

に
感
謝
申
し
上
げ
、
氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、
令
和
三
年

最
後
の
大
祭
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

剣道大会奉告祭 斎行剣道大会奉告祭 斎行

十月十五日、金婚祭。
これからも、いつまでも。

令
和
四（
壬
寅
）年

皇
紀
二
六
八
二
年

謹
賀
新
年

名
誉
宮
司 

藤
井
秀
弘

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　藤
井
典
弘

　
　
　
　長
谷
川
宏
幸

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

巫

　女

　五
反
日
乃

　
　
　
　米
田
亜
依

　

　
　
　
　畠
山
愛
梨

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

　
　
　
　山
田
瑠
菜

嘱

　託

　上
口
友
子

感謝状、篤農家表彰を受けられた皆様

金婚状を受けられる大和ご夫妻

　秋空も高く澄みわたる九月二十日、当神社
責任役員、また砺波剣友会会長　牧本雄一
氏、同理事長　小西十四一氏を始め役員の皆
様ご参列のもと、剣道大会奉告祭を斎行しま
した。
　令和二年に続き、昨年も感染症拡大防止の
観点から奉納試合は行われず、剣士の皆さん
の武芸の上達と身体健全を祈願する祭祀を厳
修、直前まで大会の開催準備にあたられてい
た役員の皆様は、それぞれの想いを胸に玉串
を奉り、剣の道の発展を祈りました。

　
こ
の
日
、
実
り
豊
か
に
歳
を
重
ね
、
め
で
た
く
五
十
回
目
の
結
婚
記

念
日
を
迎
え
ら
れ
た
四
組
の
髙
瀬
地
区
の
ご
夫
妻
の
お
名
前
が
、
宮

司
に
よ
り
ご
神
前
に
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
に
引
き
続
き
、
皆
様

に
は
髙
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
の
「
金
婚
状
」
と
「
金
杯
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
に
髙
瀬
神
社
で
結
ば
れ
た
ご
夫

妻
。
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

＜千寿会＞
　　岩倉　節三
　　　　美穂子　ご夫妻
　　中嶋　正昌
　　　　　幸子　ご夫妻
　　大和　秀夫
　　　　美津枝　ご夫妻
＜福寿会＞
　　斉藤　　隆
　　　　つる子　ご夫妻
心よりお祝い申し上げます



明
治
天
皇
の
ご
遺
徳
を
讃
え
て

七
五
三
祝
祭

明
治
節
祭
斎
行

神明宮例祭

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

《
令
和
四
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
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　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 
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二
十
二
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

二
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

注連縄奉納奉告祭
しめなわ

　当
神
社
で
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
拝
殿

に
次
亜
塩
素
酸
空
気
清
浄
機
・
飛
沫
感
染
防
止
パ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
、
ま
た
申
込
書
ご
記
入
に
際
し
ま
し
て

も
、
各
々
に
新
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
ご
用
意
し
、
ご
使
用

後
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

旅
亭
み
や
川

有
限
会
社
丹
保
建
設

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
株
式
会
社

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

有
限
会
社
さ
つ
き
堂

中
村
屋

株
式
会
社
島
川

藤
森
工
業
株
式
会
社

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

オ
ー
バ
ル

株
式
会
社
三
楽
園

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

宮
窪
電
気
商
会

株
式
会
社
雄
神
ト
ラ
ベ
ル

南
部
ス
タ
ジ
オ

ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

株
式
会
社
み
つ
和

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

ミ
ヨ
美
容
室

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
富
山
支
店

庄
川
町
商
工
会

北
島
　
嘉
孝

岡
田
　
春
雄

石
川
　
憲
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講

　
　
　
奉
賛
者
芳
名

45 　　　　　　　 Facebook

越中一宮72vol.

献
穀
田
だ
よ
り

抜
穂
祭
斎
行

令
和
四
年

令
和
四
年

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

期
間  

元
日
よ
り
節
分
の
頃

　
　 

迄
に
ご
参
拝
下
さ
い

受
付  

午
前
九
時
か
ら

　
　  

午
後
四
時
三
〇
分
迄

　
※
元
日
は
午
前
零
時
か
ら

　
　
午
後
六
時
頃
迄

ご
祈
祷
料

一
件
に
つ
き
五
〇
〇
〇
円
よ
り

　
『
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
』
―
。
髙
瀬
神
社

は
、
福
の
神
と
し
て
広
く

崇
敬
を
あ
つ
め
る
大
国

主
命
（
大
国
さ
ま
）
を
お

祀
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

令
和
四
年
が
輝
か
し
き

年
、
実
り
の
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
を

込
め
て
「
新
年
初
祈
祷
」

を
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

お
お 

く
に

ぬ
し
の
み
こ
と

◎
特
設
祈
祷
受
付
入
口
よ
り
お
進
み
下
さ
い
。

　
現
在
で
は
「
文
化
の
日
」
と
し
て
広

く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
十
一
月
三
日
、

「
明
治
節
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
明
治

節
」
は
、
同
二
十
三
年
ま
で
わ
が
国
の

近
代
国
家
建
設
の
為
に
お
力
を
尽
く
さ

れ
、
豊
か
で
平
穏
な
今
日
の
礎
を
築
か

れ
た
、
明
治

天
皇
の
ご
功

績
を
讃
え
る

祝
日
で
し
た
。

　
祭
典
で
は

明
治
天
皇
の

ご
遺
徳
に
思

い
を
馳
せ
、

皇
室
の
益
々

の
弥
栄
と
国

の
隆
昌
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　
髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
で
は

毎
年
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
年
一
年
間
、
社
殿
を
飾
る
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
よ
り
大
神
様
の
お
そ

ば
近
く
を
お
守
り
す
る
拝
殿
内
の

注
連
縄
を
掛
け
替
え
、
商
売
繁
盛
、

家
内
安
全
、
ま
た
、
ご
奉
賛
い
た
だ

い
た
講
員
各
位
の
「
願
い
事
」
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

注
連
縄
を
ご
奉
納
賜
り
ま
し
た
講

員
の
皆
様
の
お
名
前
は
、
一
年
間
拝

殿
前
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

秋
の
空
す
み
菊
の
香
高
き

　

今
日
の
よ
き
日
を
皆
こ
と
ほ
ぎ
て

定
め
ま
し
け
る
御
憲
を
崇
め

諭
し
ま
し
け
る
詔
勅
を
守
り

代
々
木
の
森
の
代
々
長
へ
に

仰
ぎ
ま
つ
ら
ん
大
帝

　
　
　
　﹁
明
治
節
唱
歌
﹂
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
み 
の
り

　

 

あ
が

さ
と

　
　
　

                

み
こ
と

 

よ  

よ  

ぎ

　

             

よ 

よ 

と
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
お
み
か
ど

お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て

ー 拝殿注連縄に願いをこめて ー

　当神社のホームページにてバックナンバーをご覧
いただけます。祭典の由緒や行事の沿革など、過去
の記事もご参考になさって下さい。
 https://www.takase.or.jp

社報バックナンバーのご案内

― 

稔
り
の
秋
に
感
謝
。
―

― 

稔
り
の
秋
に
感
謝
。
―

　
九
月
十
九
日
、
髙
瀬

神
社
献
穀
田
に
お
い
て

「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　
抜
穂
祭
は
、
五
月
の

御
田
植
祭
で
植
え
た
稲

を
刈
り
取
り
、
大
神
様

の
御
恵
に
感
謝
す
る
お

祭
り
で
す
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙

女
に
よ
り
「
抜
穂
の
儀
」

が
行
な
わ
れ
、
見
事
に

稔
っ
た
美
し
い
稲
穂
を
、

心
を
込
め
て
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
稲
は
当

神
社
の
新
嘗
祭
、
ま
た

「
懸
税
」
と
し
て
伊
勢
の

神
宮
の
神
嘗
祭
に
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
、
当
神

社
の
本
殿
に
、
主
祭
神
大

国
主
命
と
共
に
お
祀
り
申

し
上
げ
る
、
天
照
皇
大
神

の
ご
神
徳
を
讃
え
、
末
永

い
国
の
隆
昌
と
平
穏
を
祈

念
す
る
「
神
明
宮
例
祭
」

を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
巫
女
の
舞
う
式
神
楽
の

清
ら
か
な
鈴
の
音
は
、
ご

参
列
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

感
謝
の
真
心
に
重
な
り
合

う
よ
う
に
、
ひ
と
と
き
拝

殿
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

し
ん
め
い
ぐ
う

し
き
か
ぐ
ら

　
秋
の
陽
射
し
も
や
わ
ら
か
な
十
一
月
十
五

日
、
お
子
様
た
ち
の
無
事
の
成
長
を
大
神
様
に

感
謝
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
健
康
と
幸
せ
を
祈

念
す
る
「
七
五
三
祝
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
三
歳
の
「
髪
置
き
」、
五
歳
の
「
袴
着
」
七

歳
の
「
帯
解
き
」
の
儀
式
を
起
源
と
す
る
、古

来
よ
り
わ
が
国
に
受
け
継
が
れ
る
七
五
三
詣
の

思
い
出
は
、
お
子
様
の
ア
ル
バ
ム
の
中
で
、

き
っ
と
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
ま
す
。

か
み 

お い
わ
い
さ
い

お
び 

と

は
か
ま
ぎ

御幣串はお持ち帰りいただき、
ご家庭でお祀り下さい

株式会社縄合屋による奉製風景

心
を
こ
め
て
、
丁
寧
に

奉
製
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

め
い 

じ
せ
つ
さ
い

ぬ
い  

ぼ  

さ
い

か
け
ち
か
ら



明
治
天
皇
の
ご
遺
徳
を
讃
え
て

七
五
三
祝
祭

明
治
節
祭
斎
行

神明宮例祭

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

《
令
和
四
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
一
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
二
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

二
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

注連縄奉納奉告祭
しめなわ

　当
神
社
で
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
拝
殿

に
次
亜
塩
素
酸
空
気
清
浄
機
・
飛
沫
感
染
防
止
パ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
、
ま
た
申
込
書
ご
記
入
に
際
し
ま
し
て

も
、
各
々
に
新
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
ご
用
意
し
、
ご
使
用

後
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

旅
亭
み
や
川

有
限
会
社
丹
保
建
設

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
株
式
会
社

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

有
限
会
社
さ
つ
き
堂

中
村
屋

株
式
会
社
島
川

藤
森
工
業
株
式
会
社

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

オ
ー
バ
ル

株
式
会
社
三
楽
園

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

宮
窪
電
気
商
会

株
式
会
社
雄
神
ト
ラ
ベ
ル

南
部
ス
タ
ジ
オ

ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

株
式
会
社
み
つ
和

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

ミ
ヨ
美
容
室

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
富
山
支
店

庄
川
町
商
工
会

北
島
　
嘉
孝

岡
田
　
春
雄

石
川
　
憲
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講

　
　
　
奉
賛
者
芳
名
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献
穀
田
だ
よ
り

抜
穂
祭
斎
行

令
和
四
年

令
和
四
年

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

期
間  

元
日
よ
り
節
分
の
頃

　
　 

迄
に
ご
参
拝
下
さ
い

受
付  

午
前
九
時
か
ら

　
　  

午
後
四
時
三
〇
分
迄

　
※
元
日
は
午
前
零
時
か
ら

　
　
午
後
六
時
頃
迄

ご
祈
祷
料

一
件
に
つ
き
五
〇
〇
〇
円
よ
り

　
『
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
』
―
。
髙
瀬
神
社

は
、
福
の
神
と
し
て
広
く

崇
敬
を
あ
つ
め
る
大
国

主
命
（
大
国
さ
ま
）
を
お

祀
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

令
和
四
年
が
輝
か
し
き

年
、
実
り
の
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
を

込
め
て
「
新
年
初
祈
祷
」

を
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

お
お 

く
に

ぬ
し
の
み
こ
と

◎
特
設
祈
祷
受
付
入
口
よ
り
お
進
み
下
さ
い
。

　
現
在
で
は
「
文
化
の
日
」
と
し
て
広

く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
十
一
月
三
日
、

「
明
治
節
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
明
治

節
」
は
、
同
二
十
三
年
ま
で
わ
が
国
の

近
代
国
家
建
設
の
為
に
お
力
を
尽
く
さ

れ
、
豊
か
で
平
穏
な
今
日
の
礎
を
築
か

れ
た
、
明
治

天
皇
の
ご
功

績
を
讃
え
る

祝
日
で
し
た
。

　
祭
典
で
は

明
治
天
皇
の

ご
遺
徳
に
思

い
を
馳
せ
、

皇
室
の
益
々

の
弥
栄
と
国

の
隆
昌
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　
髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
で
は

毎
年
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
年
一
年
間
、
社
殿
を
飾
る
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
よ
り
大
神
様
の
お
そ

ば
近
く
を
お
守
り
す
る
拝
殿
内
の

注
連
縄
を
掛
け
替
え
、
商
売
繁
盛
、

家
内
安
全
、
ま
た
、
ご
奉
賛
い
た
だ

い
た
講
員
各
位
の
「
願
い
事
」
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

注
連
縄
を
ご
奉
納
賜
り
ま
し
た
講

員
の
皆
様
の
お
名
前
は
、
一
年
間
拝

殿
前
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

秋
の
空
す
み
菊
の
香
高
き

　

今
日
の
よ
き
日
を
皆
こ
と
ほ
ぎ
て

定
め
ま
し
け
る
御
憲
を
崇
め

諭
し
ま
し
け
る
詔
勅
を
守
り

代
々
木
の
森
の
代
々
長
へ
に

仰
ぎ
ま
つ
ら
ん
大
帝

　
　
　
　﹁
明
治
節
唱
歌
﹂
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

み 

の
り

　

 

あ
が

さ
と

　
　
　

                

み
こ
と

 

よ  

よ  

ぎ

　

             

よ 

よ 

と
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
お
み
か
ど

お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て

ー 拝殿注連縄に願いをこめて ー

　当神社のホームページにてバックナンバーをご覧
いただけます。祭典の由緒や行事の沿革など、過去
の記事もご参考になさって下さい。
 https://www.takase.or.jp

社報バックナンバーのご案内

― 

稔
り
の
秋
に
感
謝
。
―

― 

稔
り
の
秋
に
感
謝
。
―

　
九
月
十
九
日
、
髙
瀬

神
社
献
穀
田
に
お
い
て

「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　
抜
穂
祭
は
、
五
月
の

御
田
植
祭
で
植
え
た
稲

を
刈
り
取
り
、
大
神
様

の
御
恵
に
感
謝
す
る
お

祭
り
で
す
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙

女
に
よ
り
「
抜
穂
の
儀
」

が
行
な
わ
れ
、
見
事
に

稔
っ
た
美
し
い
稲
穂
を
、

心
を
込
め
て
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
稲
は
当

神
社
の
新
嘗
祭
、
ま
た

「
懸
税
」
と
し
て
伊
勢
の

神
宮
の
神
嘗
祭
に
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
、
当
神

社
の
本
殿
に
、
主
祭
神
大

国
主
命
と
共
に
お
祀
り
申

し
上
げ
る
、
天
照
皇
大
神

の
ご
神
徳
を
讃
え
、
末
永

い
国
の
隆
昌
と
平
穏
を
祈

念
す
る
「
神
明
宮
例
祭
」

を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
巫
女
の
舞
う
式
神
楽
の

清
ら
か
な
鈴
の
音
は
、
ご

参
列
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

感
謝
の
真
心
に
重
な
り
合

う
よ
う
に
、
ひ
と
と
き
拝

殿
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

し
ん
め
い
ぐ
う

し
き
か
ぐ
ら

　
秋
の
陽
射
し
も
や
わ
ら
か
な
十
一
月
十
五

日
、
お
子
様
た
ち
の
無
事
の
成
長
を
大
神
様
に

感
謝
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
健
康
と
幸
せ
を
祈

念
す
る
「
七
五
三
祝
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
三
歳
の
「
髪
置
き
」、
五
歳
の
「
袴
着
」
七

歳
の
「
帯
解
き
」
の
儀
式
を
起
源
と
す
る
、古

来
よ
り
わ
が
国
に
受
け
継
が
れ
る
七
五
三
詣
の

思
い
出
は
、
お
子
様
の
ア
ル
バ
ム
の
中
で
、

き
っ
と
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
ま
す
。

か
み 

お い
わ
い
さ
い

お
び 

と

は
か
ま
ぎ

御幣串はお持ち帰りいただき、
ご家庭でお祀り下さい

株式会社縄合屋による奉製風景

心
を
こ
め
て
、
丁
寧
に

奉
製
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

め
い 

じ
せ
つ
さ
い

ぬ
い  

ぼ  

さ
い

か
け
ち
か
ら



　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
日
章
旗
】

【
黒　
豆
】

大
和
彌
　
夫 

殿

【
初
詣
高
張
提
灯
】

岩
倉
　
清
司 

殿

【
琴
】

南
部
ス
タ
ジ
オ 

殿

【
初
穂
米
】

岩
倉
　
　
勲 

殿

小
石
　
達
人 

殿

【
神
饌
米
】

井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

青
山
雄
一
郎 

殿

岩
倉
　
和
弘 

殿

寺
西
　
雅
典 

殿

【
里　
芋
】

河
原
　
祥
滋 

殿

令和４年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成11年（卯） 25歳 平成10年（寅） 26歳 平成 9年（丑）

  41歳 昭和57年（戌） 42歳 昭和56年（酉） 43歳 昭和55年（申）
  60歳 昭和38年（卯） 61歳 昭和37年（寅） 62歳 昭和36年（丑）
 
女
 18歳 平成17年（酉） 19歳 平成16年（申） 20歳 平成15年（未）

  32歳 平成 3年（未） 33歳 平成 2年（午） 34歳 　　　　（巳）
  36歳 昭和62年（卯） 37歳 昭和61年（寅） 38歳 昭和60年（丑）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和37年（寅）
 古希 70歳 昭和28年（巳）
 喜寿 77歳 昭和21年（戌）
 傘寿 80歳 昭和18年（未）
 米寿 88歳 昭和10年（亥）
 卒寿 90歳 昭和8年（酉）
 白寿 99歳 大正13年（子）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

昭和64年
平成元年

　　　　　　　 Instagram

　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
命
（
大
国
さ
ま
）
の
ご

神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

安産祈願  戌の日カレンダー
1月　 9日・21日　　
2月　 2日・14日・26日　　
3月　10日・22日　　　　 　

4月　 3日・15日・27日　　　
5月　 9日・21日　　
6月　 2日・14日・26日　　　　 　

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞご持参下さい。

令和4年

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　
当
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。毎

月
一
日
・
十
三
日

午
前
十
時
（
一
月
一
日
を
除
く
）

日 
時

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

令
和
三
年
九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

【
十
万
円
】

　
米
田
　
智
子

【
五
万
円
】

　
石
岡
　
和
俊

【
三
万
円
】

　
根
尾
　
紘
一

　
水
上
幸
次
郎

　
中
木
　
秀
明

【
二
万
円
】

　
新
保
　
正
子

【
一
万
円
】

　
酒
道
美
恵
子

　
金
瀬
　
昭
子

　
齋
藤
　
紀
夫

　
宮
﨑
　
　
毅

　
布
島
　
武
志

　
津
田
　
敏
則

　
津
田
　
久
則

【
五
千
円
】

　
伊
藤
　
　
真

　
松
木
　
基
祐

　
　
　
日
登
美

　
菊
野
　
守
彦

　
中
井
　
啓
之

　
長
谷
川
和
代

　
平
林
　
正
道

　
岡
崎
　
敬
之

　
岡
崎
　
則
美

　
岡
崎
　
琥
珀

　
岡
田
　
春
雄

　
石
見
　
昭
友

　
安
田
　
好
司

　
小
泉
　
由
和

　
山
口
　
清
二

　
鈴
木
　
祐
司

・
銅
板
奉
納
者

　
布
島
　
武
志

　
中
田
　
眞
作

　
中
田
　
和
子

　
山
田
　
省
子

「
令
和
四
年
干
支
絵
馬
」

当
神
社
巫
女 

五
反
日
乃 

描
く
。

今
年
の
目
標
は
「
虎
に
翼
」
？

　
石
川
　
二
郎

　
亀
卦
川
幸
夫

　
生
田
　
素
子

　
中
井
　
啓
之

　
平
野
　
拓
美

　
中
田
　
敏
則

　
牧
本
　
雄
大

　
牧
本
　
雄
一

　
永
井
　
堅
治

　
千
葉
　
　
真

　
冨
安
　
拓
良

　
岩
田
　
博
之

　
垣
見
希
宗
子

　
柴
田
　
直
子

　
稲
葉
　
　
靖

　
清
水
　
知
示

　
小
泉
　
由
和

　
木
挽
　
大
晴

　
髙
木
輝
志
子

　
坂
田
　
　
満

編
集
後
記

表
紙
絵

　
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
ー
。

一
般
に
「
初
夢
」
は
元
日
の
夜
か
ら

二
日
の
朝
に
か
け
て
み
る
夢
を
指
す

そ
う
で
あ
る
。
世
界
中
の
未
来
あ
る

人
た
ち
が
、
安
心
し
て
夢
を
語
り
合

え
る
令
和
四
年
の
訪
れ
が
、
ど
う
か

正
夢
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。    

（
智
）        
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懐
か
し
い
ご
友
人
や
お

仲
間
と
の
再
会
は
う
れ
し

い
も
の
。
賑
や
か
な
同
窓

会
や
お
食
事
会
の
ま
ま
な

ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、

今
年
は
ゆ
っ
く
り
皆
様
お

揃
い
で
「
厄
祓
」
の
ご
祈

祷
を
お
受
け
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
懐
か
し
い
同
級
生
と
、

「
笑
顔
に
マ
ス
ク
」
の
新

し
い
思
い
出
を
―
。

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

同級生と厄祓を

　　　　　　　 LINE

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
武
漢

に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
や
が

て
二
年
を
経
過
す
る
。当
初
多

く
の
感
染
者
が
重
症
化
し
死

亡
し
、全
世
界
が
恐
怖
し
、渡

航
禁
止
や
都
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
り
不
自
由
な
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
た
。二
〇
二
一
年
初

頭
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
奏
功
し
、二
〇
二
一
年
十
一

月
現
在
、日
本
に
お
い
て
も
収

束
し
つ
つ
あ
る
。こ
こ
富
山
に

至
っ
て
は
何
ヶ
月
振
り
で
あ
ろ

う
か
、一
週
間
以
上
新
規
患
者

発
生
が
な
く
コ
ロ
ナ
で
の
県
内

の
入
院
患
者
は
ゼ
ロ
と
聞
く
。

冬
季
に
な
り
低
温
と
乾
燥
に

よ
る
第
六
波
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、各
国
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
が
開
発

さ
れ
、有
望
な
も
の
が
す
で
に

第
三
相
の
治
験
に
進
ん
で
い

る
。こ
れ
ら
が
上
市
さ
れ
れ

ば
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
い
よ
い

よ
脅
威
で
は
な
く
な
る
。十
二

歳
以
下
の
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
始
ま
り
、十
二
月
に
も

高
齢
者
や
医
療
者
を
対
象
と

し
た
三
回
目
の
接
種（
ブ
ー
ス

タ
ー
）が
施
行
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。た
だ
し
、七
月
に
感

染
拡
大
防
止
策
を
廃
止
し
、

経
済
活
動
を
再
開
し
た
英
国

で
は
、毎
日
数
万
人
規
模
の
感

染
者
が
出
て
い
る
。Ｂ
Ｂ
Ｃ

ニュー
ス
に
よ
れ
ば
、通
勤
時
間

帯
の
地
下
鉄
は
満
員
で
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
人
は
稀
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
ワ
ク
チ
ン
の
お
か

げ
で
、死
者
数
は
当
初
の
一
〇

分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
ら
し
い
が
、

高
水
準
の
感
染
率
は
ワ
ク
チ
ン

に
耐
性
を
も
つ
強
力
な
病
原

性
を
持
つ
変
異
株
を
生
む
可

能
性
が
あ
り
、変
異
株
を
作

ら
ぬ
た
め
に
は
可
能
な
限
り

低
感
染
率
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。二
〇
一二
年
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
国
々
を
中
心
と

し
て
発
生
し
た
中
東
呼
吸
器

症
候
群（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）も
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ

る
。幸
い
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、感

染
者
の
約
半
数
が
死
亡
す
る

と
い
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
た
ま
っ
た
鬱
憤

を
、少
し
ば
か
り
羽
目
を
は
ず

し
晴
ら
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

年
末
年
始
、少
な
く
と
も
春
先

ま
で
は
感
染
防
止
策
を
維
持

し
、静
か
に
家
族
と
過
ご
す
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
初
詣
の
大
黒
様

へ
の
願
掛
け
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
一

日
も
早
い
終
息
」と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
た
い
。

（
令
和
三
年
十
二
月
一
日 

記
）

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

③

「
コ
ロ
ナ
終
息
の
シ
ナ
リ
オ
そ
の
２
」

南
砺
市
民
病
院 

副
院
長　
品
川　
俊
治

品
川
俊
治 

先
生

　
南
砺
市
民
病
院 

副
院
長

　
内
科
部
長
／
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長

富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
医
学
科

（
現 

富
山
大
学
医
学
部
）
卒
業
。

長
年
に
亘
り
北
陸
地
域
の
呼
吸
器

疾
患
の
治
療
に
携
わ
り
、「
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
、
全
人
的
な
医
療
」

を
目
指
し
、
日
々
診
療
に
あ
た
っ
て

い
る
。

と　き　令和４年２月３日(木)  午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

期　　間　２月３日の節分の頃まで
ご祈祷料　お１人 ５,０００円より
　　　　　思召しにて承ります。

ご希望の方は社務所まで
お問合せ下さい。

節分祭 節分祭  

状況により、ご昇殿人数の制限など、感染症対策への
ご協力をお願いすることがあります。

豆まき神事のご案内豆まき神事のご案内

電話　０７６３（８２）０９３２

ついなしんじ

と
ら
　
つ
ば
さ



　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
日
章
旗
】

【
黒　
豆
】

大
和
彌
　
夫 

殿

【
初
詣
高
張
提
灯
】

岩
倉
　
清
司 

殿

【
琴
】

南
部
ス
タ
ジ
オ 

殿

【
初
穂
米
】

岩
倉
　
　
勲 

殿

小
石
　
達
人 

殿

【
神
饌
米
】

井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

青
山
雄
一
郎 

殿

岩
倉
　
和
弘 

殿

寺
西
　
雅
典 

殿

【
里　
芋
】

河
原
　
祥
滋 

殿

令和４年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成11年（卯） 25歳 平成10年（寅） 26歳 平成 9年（丑）

  41歳 昭和57年（戌） 42歳 昭和56年（酉） 43歳 昭和55年（申）
  60歳 昭和38年（卯） 61歳 昭和37年（寅） 62歳 昭和36年（丑）
 
女
 18歳 平成17年（酉） 19歳 平成16年（申） 20歳 平成15年（未）

  32歳 平成 3年（未） 33歳 平成 2年（午） 34歳 　　　　（巳）
  36歳 昭和62年（卯） 37歳 昭和61年（寅） 38歳 昭和60年（丑）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和37年（寅）
 古希 70歳 昭和28年（巳）
 喜寿 77歳 昭和21年（戌）
 傘寿 80歳 昭和18年（未）
 米寿 88歳 昭和10年（亥）
 卒寿 90歳 昭和8年（酉）
 白寿 99歳 大正13年（子）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

昭和64年
平成元年

　　　　　　　 Instagram

　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
命
（
大
国
さ
ま
）
の
ご

神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

安産祈願  戌の日カレンダー
1月　 9日・21日　　
2月　 2日・14日・26日　　
3月　10日・22日　　　　 　

4月　 3日・15日・27日　　　
5月　 9日・21日　　
6月　 2日・14日・26日　　　　 　

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞご持参下さい。

令和4年

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　
当
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。毎

月
一
日
・
十
三
日

午
前
十
時
（
一
月
一
日
を
除
く
）

日 

時

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
現
在
進
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中
の
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に
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記
の
方
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よ
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赤
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あ
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れ
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ご
奉
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を
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ま
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た
。

誌
上
よ
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厚
く
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申
し
上
げ
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。
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の
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を
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。
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上
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日
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日

【
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幸
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瀬
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﨑
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中
田
　
眞
作

　
中
田
　
和
子

　
山
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子

「
令
和
四
年
干
支
絵
馬
」

当
神
社
巫
女 

五
反
日
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描
く
。

今
年
の
目
標
は
「
虎
に
翼
」
？

　
石
川
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郎

　
亀
卦
川
幸
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生
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岩
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博
之

　
垣
見
希
宗
子

　
柴
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直
子

　
稲
葉
　
　
靖

　
清
水
　
知
示

　
小
泉
　
由
和

　
木
挽
　
大
晴

　
髙
木
輝
志
子

　
坂
田
　
　
満

編
集
後
記

表
紙
絵

　
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
ー
。

一
般
に
「
初
夢
」
は
元
日
の
夜
か
ら

二
日
の
朝
に
か
け
て
み
る
夢
を
指
す

そ
う
で
あ
る
。
世
界
中
の
未
来
あ
る

人
た
ち
が
、
安
心
し
て
夢
を
語
り
合

え
る
令
和
四
年
の
訪
れ
が
、
ど
う
か

正
夢
に
な
り
ま
す
よ
う
に
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懐
か
し
い
ご
友
人
や
お

仲
間
と
の
再
会
は
う
れ
し

い
も
の
。
賑
や
か
な
同
窓

会
や
お
食
事
会
の
ま
ま
な

ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、

今
年
は
ゆ
っ
く
り
皆
様
お

揃
い
で
「
厄
祓
」
の
ご
祈

祷
を
お
受
け
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
懐
か
し
い
同
級
生
と
、

「
笑
顔
に
マ
ス
ク
」
の
新

し
い
思
い
出
を
―
。

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

同級生と厄祓を

　　　　　　　 LINE

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
武
漢

に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
や
が

て
二
年
を
経
過
す
る
。当
初
多

く
の
感
染
者
が
重
症
化
し
死

亡
し
、全
世
界
が
恐
怖
し
、渡

航
禁
止
や
都
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
り
不
自
由
な
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
た
。二
〇
二
一
年
初

頭
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
奏
功
し
、二
〇
二
一
年
十
一

月
現
在
、日
本
に
お
い
て
も
収

束
し
つ
つ
あ
る
。こ
こ
富
山
に

至
っ
て
は
何
ヶ
月
振
り
で
あ
ろ

う
か
、一
週
間
以
上
新
規
患
者

発
生
が
な
く
コ
ロ
ナ
で
の
県
内

の
入
院
患
者
は
ゼ
ロ
と
聞
く
。

冬
季
に
な
り
低
温
と
乾
燥
に

よ
る
第
六
波
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、各
国
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
が
開
発

さ
れ
、有
望
な
も
の
が
す
で
に

第
三
相
の
治
験
に
進
ん
で
い

る
。こ
れ
ら
が
上
市
さ
れ
れ

ば
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
い
よ
い

よ
脅
威
で
は
な
く
な
る
。十
二

歳
以
下
の
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
始
ま
り
、十
二
月
に
も

高
齢
者
や
医
療
者
を
対
象
と

し
た
三
回
目
の
接
種（
ブ
ー
ス

タ
ー
）が
施
行
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。た
だ
し
、七
月
に
感

染
拡
大
防
止
策
を
廃
止
し
、

経
済
活
動
を
再
開
し
た
英
国

で
は
、毎
日
数
万
人
規
模
の
感

染
者
が
出
て
い
る
。Ｂ
Ｂ
Ｃ

ニュー
ス
に
よ
れ
ば
、通
勤
時
間

帯
の
地
下
鉄
は
満
員
で
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
人
は
稀
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
ワ
ク
チ
ン
の
お
か

げ
で
、死
者
数
は
当
初
の
一
〇

分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
ら
し
い
が
、

高
水
準
の
感
染
率
は
ワ
ク
チ
ン

に
耐
性
を
も
つ
強
力
な
病
原

性
を
持
つ
変
異
株
を
生
む
可

能
性
が
あ
り
、変
異
株
を
作

ら
ぬ
た
め
に
は
可
能
な
限
り

低
感
染
率
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。二
〇
一二
年
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
国
々
を
中
心
と

し
て
発
生
し
た
中
東
呼
吸
器

症
候
群（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）も
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ

る
。幸
い
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、感

染
者
の
約
半
数
が
死
亡
す
る

と
い
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
た
ま
っ
た
鬱
憤

を
、少
し
ば
か
り
羽
目
を
は
ず

し
晴
ら
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

年
末
年
始
、少
な
く
と
も
春
先

ま
で
は
感
染
防
止
策
を
維
持

し
、静
か
に
家
族
と
過
ご
す
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
初
詣
の
大
黒
様

へ
の
願
掛
け
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
一

日
も
早
い
終
息
」と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
た
い
。

（
令
和
三
年
十
二
月
一
日 

記
）

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

③

「
コ
ロ
ナ
終
息
の
シ
ナ
リ
オ
そ
の
２
」

南
砺
市
民
病
院 

副
院
長　
品
川　
俊
治

品
川
俊
治 

先
生

　
南
砺
市
民
病
院 

副
院
長

　
内
科
部
長
／
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長

富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
医
学
科

（
現 

富
山
大
学
医
学
部
）
卒
業
。

長
年
に
亘
り
北
陸
地
域
の
呼
吸
器

疾
患
の
治
療
に
携
わ
り
、「
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
、
全
人
的
な
医
療
」

を
目
指
し
、
日
々
診
療
に
あ
た
っ
て

い
る
。

と　き　令和４年２月３日(木)  午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

期　　間　２月３日の節分の頃まで
ご祈祷料　お１人 ５,０００円より
　　　　　思召しにて承ります。

ご希望の方は社務所まで
お問合せ下さい。

節分祭 節分祭  

状況により、ご昇殿人数の制限など、感染症対策への
ご協力をお願いすることがあります。

豆まき神事のご案内豆まき神事のご案内

電話　０７６３（８２）０９３２

ついなしんじ

と
ら
　
つ
ば
さ
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九
三
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〇
二
五
二
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県
南
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市
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二
九
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Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
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七
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三
）八
二｜
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〇
四
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社
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所
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社

縁
結
び
、
開
運
招
福
、
商
売
繁
盛
、

五
穀
豊
穣
、
医
薬
医
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。

髙
瀬
神
社
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神
様
は
福
の
神
、

大
国
さ
ま
で
す
。

縁
結
び
、
開
運
招
福
、
商
売
繁
盛
、

五
穀
豊
穣
、
医
薬
医
療 ―
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髙
瀬
神
社
の
神
様
は
福
の
神
、

大
国
さ
ま
で
す
。
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　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）

一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
四
年
、
笑
門
来
福
。

高瀬神社 検索

結
び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の
お
も
て
な
し

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

　縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
命
を

お
祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

　
日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
両

家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

二
人
だ
け
で
も
結
婚
式
は
で
き
ま
す
。

「
だ
っ
た
ら
、
家
族
は
欠
か
せ
な
い
か
な
。
」

「
折
角
だ
か
ら
、
親
戚
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
も
。
」

「
で
き
れ
ば
、
近
く
に
住
む
友
人
く
ら
い
は…

」

列
席
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
増
や
す
。

そ
ん
な
考
え
方
で
結
婚
式
を
叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

挙
式
の
み
〜
少
人
数
会
食
〜

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ラ
ス
で

開
放
的
な
演
出
が
実
現

髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP
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